
研修旅行・
報奨旅行は
｢松山｣へ！

─お問い合わせ先─
松山市役所　観光･国際交流課
　　　　　　　企業研修旅行担当
TEL：089-948-6558　　e-mail：kanko@city.matsuyama.ehime.jp ※動画による内容紹介もあります

研修のラインナップ
① 『坂の上の雲』のまち松山
　─明治の松山・人びとの人生に学ぶ─
② 本家「野球拳」で社内を活性化
③ 伊予の和太鼓を打って社内を活性化
④ 道後温泉「いやしとこころざし」巡り
⑤ 正岡子規を知り「やりがい」をさがす

松山ならではの『研修プログラム』を
ご用意しております

・　・　・　・

旅の開放感・
リフレッシュ

新たな発見・
交流・感動

詳しくは
専用ＨＰへ

委員会報告

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
観
光
促
進
協
力
協
定
に
調
印

国
際
旅
行
市
場
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
役
に

　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
、
１
９
５
１
年
に
創
設
さ
れ
た
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
観
光
開
発
を
目
的
と

す
る
国
際
的
な
非
営
利
団
体
。
会
員
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
を
中
心
と
す
る
世
界
の
90
カ
国
・
州
・

市
の
観
光
機
関
、
30
の
航
空
会
社
・
空
港
・
ク
ル
ー

ズ
会
社
、
57
の
教
育
機
関
と
数
百
の
観
光
産
業
に

従
事
す
る
企
業
で
構
成
。
世
界
に
41
の
支
部
が
あ

り
、
数
千
規
模
の
旅
行
関
係
者
が
加
盟
。
日
本
支

部
は
１
９
６
２
年
に
開
設
さ
れ
、
現
在
、
88
の
旅

行
産
業
団
体
・
企
業
が
加
盟
し
て
い
る
。
今
年
２

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
観
光
円
卓
会
議
に
は
、

ア
イ
ビ
ー
・
チ
ー
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
ア
ジ
ア
局
長
も
出
席

し
、
日
本
支
部
会
員
が
観
光
産
業
の
直
面
す
る
課

題
解
決
に
向
け
て
討
議
を
行
っ
た
。

太
平
洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会

（Pacific Asia Travel Association

＝PATA

）

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
太
平
洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会（
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
）と
観
光
促
進
協
力
協
定
に
調
印
し
、双
方

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
相
互
参
画
な
ど
を
通
じ
て
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
旅
行
市
場
の
活
性
化
に
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

双
方
の
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
画

　

J
A
T
A
と
太
平
洋
ア
ジ
ア
観
光
協
会

（
P
A
T
A
）
は
4
月
3
日
、
観
光
促
進
協
力

協
定
に
調
印
し
ま
し
た
。
昨
年
末
か
ら
の
協
議

に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
観

光
分
野
の
重
要
性
を
高
め
、
観
光
産
業
の
発
展

を
図
る
た
め
、
双
方
の
力
を
結
集
し
て
共
同
展

開
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
も
の
で
す
。
両
者
間

で
は
、
特
に
、
P
A
T
A
に
よ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
参
画
と
同
時
に
、

J
A
T
A
に
よ
る
P
A
T
A
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

積
極
的
な
参
加
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
と
P
A
T
A
と
の
協
働
に
よ
る

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
今
年
度
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
期
間
中
の
国

際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
P
A
T
A
の
マ
ー

テ
ィ
ン
・
ク
レ
イ
グ
ス
代
表
が
「
成
長
す
る
ア

ジ
ア
市
場
分
析
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
ア

イ
ビ
ー
・
チ
ー
P
A
T
A
ア
ジ
ア
局
長
が
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
る
パ
ネ
ル
討
論
会
の

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
予
定
で
す
。

　
P
A
T
A
の
ク
レ
イ
グ
ス
代
表
は
、
今
回
の

協
定
へ
の
調
印
に
当
た
っ
て
、
「
日
本
は
観
光

産
業
に
お
い
て
重
要
な
国
で
あ
り
、
そ
の
海
外

旅
行
の
質
の
高
さ
が
長
い
間
評
価
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
最
近
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
も

日
本
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

P
A
T
A
と
し
て
も
支
持
す
べ
き
動
き
で
あ

り
、
望
ま
し
く
持
続
し
て
ほ
し
い
ト
レ
ン
ド
で

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
J
A
T
A
の
菊
間
会
長

も
、
「
ア
ジ
ア
は
10
年
後
に
は
世
界
の
観
光
市

場
の
中
核
を
担
う
こ
と
に
な
る
見
通
し
で
、
今

回
の
P
A
T
A
と
の
提
携
を
機
に
、
双
方
が
協

力
し
て
世
界
の
観
光
に
と
っ
て
の
エ
ン
ジ
ン
役

を
務
め
、
国
際
旅
行
市
場
の
活
性
化
に
力
を
尽

く
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

会
員
ニ
ー
ズへ
の
対
応
の
向
上
目
指
す

J
A
T
A
と
P
A
T
A
と
の
間
で
調
印
さ
れ
た

合
意
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

◎
目
的

⑴
双
方
の
会
員
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
観
光
関
係
の
諸
問
題
に
関
す

る
共
同
活
動
を
協
力
し
て
実
施
す
る

⑵
観
光
分
野
の
役
割
を
高
め
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
観
光
産
業
の
更
な
る
振
興

と
発
展
を
強
化
す
る

◎
主
要
共
同
活
動
項
目

⑴
P
A
T
A
に
よ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O

ジ
ャ
パ
ン
へ
の
参
加
を
通
じ
た
優
れ
た
協

力
関
係
の
継
続

⑵
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
ア
ジ
ア
旅

行
市
場
分
析
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
継
続
的
な
共

催
⑶
J
A
T
A
に
よ
る
P
A
T
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
積
極
的
な
参
加

⑷
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
お
よ
び
世
界
の
観
光
動

向
と
予
測
デ
ー
タ
の
分
析
・
研
究
目
的
の

た
め
の
共
有

◎
契
約
期
間

2
0
1
4
年
4
月
3
日
〜
2
0
1
5
年
4
月
2

日
（
双
方
の
合
意
に
よ
り
更
新
で
き
る
）

マーティン・クレイグス
PATA代表

菊間潤吾
JATA会長
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

東
京
と
大
阪
で
25
人
が
参
加
、高
齢
者
の
疑
似
体
験
も

3
都
市
4
会
場
で
新
人
社
員
基
礎
研
修
を
実
施

昨
年
を
上
回
る
1
5
6
人
が
旅
行
業
法
と
旅
行
業
約
款
を
学
ぶ
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「
J
A
T
A
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施

東
北
復
興
支
援
で
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
な
ど
整
備

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

　

J
A
T
A
社
会
貢
献
委
員
会
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
旅
行
部
会
は
3
月
4
日
と
14
日
、
東
京
と

大
阪
で
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
・

実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
部
会
は
2
0
1
3
年

度
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
旅

行
会
社
向
け
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
て

い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
改
訂
さ
れ
た
業
務
場
面
ご

と
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
い
な
が
ら
、
旅
行

会
社
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
を
企
画
・
催
行
す

る
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
を
、
疾
病
ご
と

に
解
説
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
旅
行

会
社
に
求
め
ら
れ
る
対
応
の
基
本
を
は
じ
め
、

実
際
に
取
り
組
み
を
進
め
る
際
の
ヒ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
J
A
T
A
は
4
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
、
東

京
・
仙
台
・
福
岡
の
3
都
市
4
会
場
で
「
平
成

26
年
度
新
人
社
員
基
礎
研
修
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
入
社
3
年
未
満
の
社
員
を

対
象
に
、
旅
行
業
法
の
基
本
と
旅
行
者
と
の
契

約
の
ベ
ー
ス
と
な
る
旅
行
業
約
款
を
正
し
く
理

　

ま
た
、
参
加
者
に
視
界
を
狭
め
る
た
め
の

ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
も
ら
い
、

を
つ
き
な
が

ら
空
港
内
を
実
際
に
歩
く
と
い
う
高
齢
者
疑
似

体
験
を
実
施
（
写
真
）
。
現
場
で
の
取
り
組
み

に
向
け
て
、
参
考
に
し
て
も
ら
え
る
工
夫
も
加

え
ま
し
た
。

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
、
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
「
新
人
社
員
に
必
要
な
旅
行

業
法
の
基
本
を
学
習
す
る
」
「
旅
行
契
約
の
基

本
知
識
で
あ
る
旅
行
業
約
款
の
考
え
方
を
学
習

す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
ら
か
ら
は
「
旅
行
業
法
や
約
款
を
分

　
大
阪
会
場
で
は
10
人
、
東
京
会
場
で
は
15
人

が
集
ま
り
、
参
加
者
ら
か
ら
は
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
旅
行
の
拡
大
・
強
化
を
進
め
る
際
に
、
今

　
J
A
T
A
は
東
北
復
興
支
援
事
業
と
し
て
、

環
境
省
が
整
備
す
る
東
北
地
方
太
平
洋
岸
地
域

の
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
」
を
活
用
し
、
「
J
A
T
A
の
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
北
復
興
支
援
活

動
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
「
新
し
い
東

北
観
光
」
の
実
現
に
向
け
、
東
北
地
方
太
平
洋

岸
エ
リ
ア
の
「
自
然
環
境
の
整
備
活
動
」
を
通

じ
て
、
「
自
然
景
観
の
復
興
」
と
「
生
活
文
化

の
再
生
と
向
上
」
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
は
、
青
森
県

八
戸
市
蕪
島
か
ら
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で

か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
、
役
だ
っ
た
」

と
い
う
声
が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
研
修
へ
の
参
加
者
数
は
、
次
の
通

り
で
す
。

　
4
月
14
日
（
月
）
東
京
A
会
場
＝
56
人
／
4

月
15
日
（
火
）
仙
台
会
場
＝
8
人
／
4
月
16
日

（
水
）
福
岡
会
場
＝
30
人
／
4
月
17
日
（
木
）

東
京
B
会
場
＝
62
人
（
※
上
記
以
外
に
、

J
A
T
A
地
方
事
務
局
で
も
同
様
の
研
修
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
）

日
の
セ
ミ
ナ
ー
内
容
を
社
内
で
周
知
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
い
う
感
想
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

の
約
7
0
0
キ
ロ
に
及
ぶ
長
距
離
自
然
歩
道

で
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
さ
れ
る
ト

レ
イ
ル
コ
ー
ス
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
交
流

が
生
ま
れ
、
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
J
A
T
A
で
は
今
年
4
月
か
ら
、
東
日
本
大

震
災
の
発
生
後
10
年
と
な
る
2
0
2
1
年
3
月

ま
で
の
7
年
間
に
わ
た
り
、
「
J
A
T
A
の
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
様
々
な
活
動
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
初
年
度
と
な
る
2
0
1
4
年
度
の
活
動
内
容

は
、
次
の
通
り
。

　
実
施
日
：
平
成
26
年
10
月
下
旬
の
週
末
（
1

泊
2
日
）
／
実
施
箇
所
：
青
森
県
八
戸
市
区
間

（

駅
〜
大
久
喜
駅
の
約
8
.
6
キ
ロ
﹇
予

定
﹈
）
／
活
動
内
容
：
環
境
省
「
グ
リ
ー
ン
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
（
①
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
の
一
部
の
区
間
の
整
備
や

清
掃
活
動
、
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
②
活
動
区
間

に
お
け
る
道
標
﹇
マ
イ
ル
ポ
ス
ト
﹈
の
設
置
）

／
他
団
体
と
の
連
携
：
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
、
山
岳
関
係
諸
団
体
な
ど
を
予
定
／
参
加

者
：
J
A
T
A
会
員
会
社
の
社
員
（
関
係
団
体

の
参
加
も
可
）
50
人
以
上


